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県
立
新
翔
高
校
（
永
石
和
校
長
）
は

こ
の
ほ
ど
平
成
26
年
度
の
進
路
状
況
を

ま
と
め
た
。

同
校
は
、
総
合
学
科
（
教
養
、
地
域

文
化
、
建
設
技
術
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
情
報

の
５
系
列
）
に
衣
替
え
し
て
か
ら
６
回

目
の
卒
業
生
を
出
し
た(

平
成
27
年
度

は
教
養
、
建
設
技
術
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
情

報
の
４
系
列)

。

同
校
で
は
１
年
次
の
「
産
業
社
会
と

人
間
」
、
２
、
３
年
次
の
「
総
合
的
な

学
習
の
時
間
」
の
中
で
職
業
観
・
勤
労

観
育
成
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
授
業
は
、

自
己
の
生
き
方
を
探
求
し
、
社
会
の
一

員
と
し
て
豊
か
な
社
会
を
築
く
態
度
を

育
て
、
学
習
へ
の
意
識
と
社
会
性
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ

て
い
る
。
１
年
次
の
１
月
に
は
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
、
２
年
次
の
８
月
に

は
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
、
全
て
の
生
徒

が
経
験
す
る
。

３
年
次
に
は
、
週
２
時
間
の
「
総
合

的
な
学
習
の
時
間
」
で
、
基
礎
学
力
ア

ッ
プ
と
各
自
の
進
路
実
現
に
合
致
し
た

進
路
学
習
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま

た
、
多
様
な
進
路
希
望
に
対
応
す
る
た

め
、
放
課
後
や
夏
休
み
に
公
務
員
、
進

学
、
看
護
医
療
、
民
間
就
職
な
ど
の
ア

セ
ン
ブ
リ
ー
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
補
習
授

業
、
面
接
、
作
文
・
小
論
文
指
導
を
合

わ
せ
て
実
施
し
て
い
る
。

同
校
の
就
職
希
望
と
進
学
希
望
の
比

は
、
例
年
約
３
対
２
で
、
昨
年
度
は
就

職
81
人
に
対
し
て
進
学
52
人
で
あ
っ

た
。就

職
で
は
、
指
定
求
人
企
業
数
１
２

６
社
と
、
平
成
25
年
度
の
１
０
４
社
を

上
回
っ
た
。
ま
た
、
応
募
前
職
場
見
学

（
の
べ
１
０
８
人
）
な
ど
地
道
な
就
職

活
動
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
就

職
し
た
主
な
企
業
は
次
の
通
り
で
あ

る
。
県
内
や
地
元
で
は
、
北
越
紀
州
製

紙
、
新
宮
信
用
金
庫
、
第
三
銀
行
、
紀

陽
銀
行
、
夏
山
組
な
ど
に
36
人
、
県
外

で
は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク

セ
ン
サ
、
日
本
郵
便
、
フ
ジ
パ
ン
、
山

崎
製
パ
ン
な
ど
に
44
人
が
就
職
し
た
。

一
方
、
進
学
で
は
、
追
手
門
学
院
大

学
、
大
阪
商
業
大
学
、
岐
阜
経
済
大
学

な
ど
四
大
に
10
人
。
大
阪
女
子
短
期
大

学
、
大
阪
千
代
田
短
期
大
学
な
ど
短
大

に
、
11
人
。
県
立
な
ぎ
看
護
学
校
に
４

名
、
そ
の
他
の
専
門
学
校
・
各
種
学
校

に
は
27
人
。

専
門
学
校
・
各
種
学
校
に
は
進
学
者

の
半
数
以
上
が
進
み
、
そ
の
内
訳
は
、

工
業
分
野
に
１
人
、
医
療
分
野
に
８

人
、
衛
生
分
野
に
５
人
、
商
業
実
務
分

野
に
８
人
、
教
育
・
社
会
福
祉
分
野
に

６
人
、
服
飾
・
家
政
分
野
に
１
人
、
そ

の
他
に
２
人
で
あ
る
。

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
を
実
施
す
る
過
程
で
、
毎

年
、
地
元
の
企
業
・
事
業
所
、
商
工
会

議
所
等
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
就
職
未
決
定
の
生
徒
に
つ

い
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
宮
に
引
き

続
き
、
ご
指
導
、
ご
支
援
を
い
た
だ
い

て
い
る
。
関
係
の
皆
様
方
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

平
成
26
年
進
路
状
況

進路指導部室横進路関係掲示コーナー

平常心でベストパフォーマンスを
県
高
校
総
体
に
向
け
て
壮
行
会

壮
行
会
で
は
硬
式
野
球
部

女
子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
司
会

進
行
を
担
当
。
そ
れ
ぞ
れ

凛
々
（
り
り
）
し
い
ユ
ニ
フ

ォ
ー
ム
姿
で
入
場
・
整
列
し

た
選
手
た
ち
を
前
に
、
教
頭

か
ら
の
「
平
常
心
で
ベ
ス
ト

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
」
と
い

う
激
励
の
言
葉
、
各
部
の
試

合
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ア
ナ
ウ
ン

ス
の
あ
と
、
在
校
の
生
徒
を

代
表
し
て
硬
式
野
球
部
主

将
・
舟
﨑
浩
也
君
が
「
顧

問
、
家
族
、
地
域
の
方
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
最

後
ま
で
粘
り
強
く
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
の
言

葉
を
贈
っ
た
。
最
後
は
出
場

選
手
を
代
表
し
て
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
部
主
将
・
尾
崎
優
真

君
が
「
生
徒
代
表
の
言
葉
」

で
力
強
く
応
え
、
総
体
で
の

健
闘
を
誓
っ
た
。

本日は私達運動部員のためにこのような会を開いていくだ

さったことに深く感謝します。私達運動部のクラブ生にとっ

ては、一番大きな大会である総体予選が近くなってきまし

た。各クラブでも総体に向けての目標が明確となり士気も上

がっていることだと思います。三年生にとっては最後の大会

になります。高校での二年半のクラブ活動の集大成となるの

で、自分がやってきたことを信じて、自分のプレーに自信を

持ち、あきらめすに最後まで全力で挑みたいと思います。

最後に今まで練習をみてくださった顧問やコーチの先生、そ

してずっと支えてくれた家族に感謝して総体に挑みたいと思

います。

平成27年５月22日

生徒代表 バドミントン部主将 尾崎 優真

５
月
22
日
、
６
月
に
始
ま
る
今
年
度
の
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
（
総
体
）
に
出
場
す
る
14
の

体
育
系
ク
ラ
ブ
の
選
手
た
ち
を
激
励
す
る
た
め
、
全
校
生
徒
に
よ
る
壮
行
会
が
体
育
館
に
て
行
わ
れ

た
。
翌
日
に
一
足
先
に
開
幕
す
る
サ
ッ
カ
ー
部
を
含
め
、
今
年
は
男
女
計
１
８
５
人
の
新
翔
ア
ス

リ
ー
ト
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
集
大
成
と
し
て
個
人
や
チ
ー
ム
の
目
標
達
成
に
向
け
試
合
や

レ
ー
ス
に
挑
む
。

生徒代表の言葉

５
月
19
日
、
新
宮
市
消
防

本
部
よ
り
２
人
の
講
師
（
諸

岡
さ
ん
、
後
岡
さ
ん
）
を
お

招
き
し
、
中
間
テ
ス
ト
の
午

後
の
時
間
帯
を
利
用
し
て
教

職
員
を
対
象
と
し
た
普
通
救

命
講
習
Ⅰ
を
行
っ
た
。

毎
年
の
恒
例
と
な
っ
て
い

る
こ
の
普
通
救
命
講
習
、
昨

年
の
20
人
に
次
い
で
今
年
は

14
人
の
教
職
員
が
受
講
し

た
。
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ(

胸

骨
圧
迫)

、
人
工
呼
吸
法
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、
止
血

の
仕
方
、
気
道
異
物
の
除
去

な
ど
に
つ
い
て
人
形
を
用
い

た
実
演
な
ど
を
交
え
て
非
常

に
分
か
り
や
す
い
講
義
を
し

て
い
た
だ
き
、
ま
た
参
加
し

た
教
職
員
か
ら
も
積
極
的
に

質
問
が
飛
び
交
う
な
ど
、
非

常
に
有
意
義
な
講
習
と
な
っ

た
。特

に
心
肺
停
止
の
状
態
で

は
、
倒
れ
て
か
ら
救
急
車
が

到
着
す
る
ま
で
の
数
分
間
の

救
命
処
置
が
極
め
て
重
要
で

あ
り
、
万
が
一
の
事
態
に
備

え
て
「
命
の
バ
ト
ン
を
正
し

く
リ
レ
ー
す
る
」
こ
と
が
い

か
に
大
切
で
あ
る
か
、
受
講

者
全
員
が
改
め
て
実
感
で
き

る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

以
下
の
図
は
本
校
の
計
３
台

の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
。

高齢者と笑顔の交流高齢者と笑顔の交流
介護施設「みさき」訪問

２年生「総合的な学習の時間」

２
年
生
が
取
り
組
む
「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
一

環
と
し
て
５
月
23
日
、
高
齢

者
介
護
施
設
「
み
さ
き
」

（
新
宮
市
蜂
伏
14
―
27
）
で

の
交
流
体
験
学
習
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。
こ
の
日
参
加
し
た

の
は
２
年
１
組
男
子
16
人
女

子
20
人
の
計
36
人
。

午
後
、
学
校
か
ら
施
設
へ

徒
歩
で
移
動
し
、
集
会
室
に

集
合
し
た
約
40
人
の
高
齢
者

の
方
と
生
徒
が
ペ
ア
を
組
ん

で
、
あ
じ
さ
い
、
傘
と
い
っ

た
６
月
の
風
物
詩
を
題
材
に

生
徒
が
下
絵
を
描
き
、
高
齢

者
の
方
が
色
鉛
筆
で
色
を
塗

る
と
い
う
共
同
作
業
を
行
っ

た
。限

ら
れ
た
時
間
な
が
ら
生

徒
も
高
齢
者
の
方
も
笑
顔
で

活
動
を
楽
し
め
た
よ
う
で
、

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
も
福
祉

の
現
場
の
雰
囲
気
を
体
感
し

な
が
ら
高
齢
者
の
方
と
直
接

触
れ
あ
え
る
非
常
に
貴
重
な

体
験
活
動
と
な
っ
た
。

今
後
の
活
動
予
定
は
以
下

の
通
り
。

▽
５
月
25
日
（
月
）

２
年
１
組

塗
り
絵
他

▽
６
月
１
日
（
月
）

２
年
２
組

ゲ
ー
ム
他

▽
６
月
８
日
（
月
）

２
年
３
組

カ
ラ
オ
ケ
他

▽
６
月
１５
日
（
月
）

２
年
４
組

各
種
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
予
定

■「総合的な学習の時間」とは

変化の激しい社会に対応して、自ら課題を見付け、自ら学び、自ら考え、主体的

に判断し，よりよく問題を解決する資質や能力を育てることなどがねらい。既存

の教科・科目等の枠を超えた横断的・総合的な学習となることを目指して平成12

年度より全国の小学校・中学校・高等学校で実施されてきた。単なる知識理解に

とどまらず、「生きる力」をトータルに養うべく体験的な活動や探究的な学習を

行うことが大きな特徴で、本校ではキャリア教育の視点から２、３年生で「総合

的な学習の時間」を様々な活動を通して履修している。

万
が
一
の
事
態
に
備
え

教
職
員
ら
が
普
通
救
命
講
習

５
月
26
日
朝
、
本
校
の
最

寄
り
駅
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
紀
伊
佐

野
駅
に
て
、
本
校
生
徒
が
Ｊ

Ｒ
職
員
の
方
々
と
と
も
に
本

年
度
１
回
目
の
マ
ナ
ー
ア
ッ

プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し

た
。参

加
し
た
生
徒
は
生
徒
会

会
長
・
副
会
長
の
３
人
と
各

ク
ラ
ス
風
紀
委
員
の
男
女
計

30
人
。
新
宮
・
串
本
各
方
面

よ
り
電
車
通
学
し
て
く
る
一

般
生
徒
に
向
け
、
職
員
の
方

と
と
も
に
朝
の
あ
い
さ
つ
や

乗
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
に
つ
い

て
の
声
か
け
を
元
気
よ
く
行

っ
た
。

本
校
の
電
車
通
学
生
は
毎

年
全
校
生
徒
の
約
半
数
の
２

０
０
人
以
上
で
、
乗
車
や
駅

で
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
は
日
頃

か
ら
の
課
題
と
も
な
っ
て
い

る
。
生
徒
会
を
中
心
に
生
徒

た
ち
が
自
ら
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
参
加
す
る
こ
と
で
自
発
的

な
通
学
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

佐
野
駅
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

AED設置場所：①管理棟１Ｆ事務室前
②総合学科棟悠久館入り口前
③体育館入り口

8２０１5年（平成２7年）●月●日（●曜日）昭和25年10月３日第３種郵便物認可


